
　
二
月
二
十
四
日

　
七
時
頃
目
ざ
め
る
。
昨
日
は
本
当
に
良
い
休
息
で
あ
っ
た
。
天
の
配
慮
だ

ろ
う
。
休
み
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
事
は
ま
だ
ま
だ
、
や
る
事
が

あ
る
ぞ
と
い
う
事
で
も
あ
ろ
う
。
仕
事
が
休
息
で
あ
る
様
な
事
が
理
想
な
の

だ
ろ
う
、
そ
れ
は
知
っ
て
い
る
。
幻
庵
や
開
拓
者
の
家
を
作
っ
て
い
た
頃
、

二
〇
代
の
終
り
か
ら
、
三
〇
代
に
か
け
て
の
状
態
は
設
計
は
義
務
で
は
な
く

っ
て
完
全
に
遊
び
で
あ
っ
た
。
七
〇
才
を
過
ぎ
た
ら
、
あ
の
状
態
に
戻
そ
う

と
思
っ
て
い
る
が
、
六
〇
代
は
ど
う
す
る
か
、
そ
れ
が
少
々
思
案
の
し
ど
こ

ろ
な
の
だ
。

　
八
時
過
、
ホ
テ
ル
の
Ｔ
Ｖ
を
つ
け
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
か
ら
、
何
か
ら
何
ま

で
余
り
に
も
過
剰
な
情
報
。
ア
フ
リ
カ
で
の
戦
争
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
情
報
ま
で
。
世
界
で
起
き
て
い
る
事
が
詳
細
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
現
実
が

あ
る
。
そ
の
全
て
に
反
応
で
き
る
わ
け
も
な
い
し
情
報
の
全
て
が
正
確
で
あ

る
と
い
う
保
証
も
な
い
。
過
剰
な
情
報
と
私
は
中
途
半
端
な
関
係
し
か
持
て

な
い
状
態
だ
。
昨
日
の
大
雪
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
列
車
で
大
半
の
乗
客
は
ケ
イ

タ
イ
を
し
ま
く
っ
て
い
た
。
し
か
し
恐
ら
く
誰
も
正
確
な
情
報
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
車
し
ょ
う
の
車
内
放
送
だ
け
が
頼
り
だ
っ
た
。

そ
の
車
し
ょ
う
も
又
、
ケ
イ
タ
イ
で
彼
の
職
場
の
友
人
の
Ｔ
Ｖ
情
報
か
ら

我
々
に
放
送
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
の
個
人
的
な
情
報
で
は
、
な
ん
て

言
っ
て
た
か
ら
な
。

　
あ
の
状
態
と
、
今
の
Ｔ
Ｖ
を
中
心
に
し
た
情
報
の
現
実
と
は
同
じ
な
ん
だ
。

だ
か
ら
Ｔ
Ｖ
回
路
を
一
時
断
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
自
己
内
情
報
の
検
索
に
入
っ

て
も
、
そ
れ
程
に
現
実
と
遊
離
し
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
情
報
に
よ
る

現
実
自
体
が
す
で
に
現
実
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
し
て
る
わ
け
だ
か
ら
。
休
息
す

る
必
要
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
そ
ん
な
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
情
報
の
錯
綜
状
態

か
ら
身
体
を
切
り
離
す
と
い
う
事
な
の
か
も
知
れ
な
い
な
。
十
時
半
ま
え
、

悲
し
き
熱
帯
Ｉ
ほ
ぼ
読
了
。
十
一
時
後
藤
さ
ん
ホ
テ
ル
に
。
帯
広
空
港
ま
で

送
っ
て
い
た
だ
く
。
色
々
な
話
し
を
し
た
。
良
い
人
に
出
会
っ
た
な
と
思
っ

た
。
十
三
時
三
十
五
分
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
東
京
へ
。
十
六
時
研
究
室
に
戻
る
。
十
八

時
過
Ｔ
Ｏ
Ｃ
・
ト
モ
コ
ー
ポ
。
社
長
と
打
合
わ
せ
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
料
理
を
喰

べ
て
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
二
月
二
十
五
日

　
十
三
時
大
学
院
入
試
面
接
二
次
。
一
人
だ
け
と
る
。
今
年
は
予
定
通
り
、

設
計
製
図
上
位
五
名
だ
け
。
キ
ッ
チ
リ
育
て
る
つ
も
り
。
早
速
、
作
業
を
割

当
て
て
、
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
。
雑
打
合
わ
せ
い
く
つ
か
。
十
九
時
前
、
中
川
さ
ん
等

来
室
。
聖
徳
寺
初
代
、
二
代
目
住
職
来
室
。
厳
し
い
打
合
わ
せ
、
二
十
二
時

ま
で
。
終
了
後
ス
タ
ッ
フ
と
雑
談
。
一
息
つ
く
。
二
十
三
時
半
世
田
谷
村
戻

る
。

　
二
月
二
十
六
日

　
八
時
起
床
。
昨
夜
は
深
夜
ま
で
「
行
間
の
空
間
」
磯
崎
新
・
福
田
和
也
読

み
ふ
け
っ
て
い
て
、
ボ
ー
ッ
と
し
た
ま
ま
起
き
た
。
前
の
畑
の
梅
林
の
花
も

咲
き
誇
っ
て
い
て
、
鳥
が
沢
山
や
っ
て
く
る
。
十
時
野
田
邸
現
場
。
野
田
氏
、

森
川
と
。
十
二
時
終
了
。
只
今
十
三
時
前
向
ヶ
丘
遊
園
か
ら
新
宿
に
向
っ
て

い
る
。
十
五
時
四
十
五
分
の
沖
縄
Ａ
Ｎ
Ａ
で
発
つ
。
夕
方
遅
く
那
覇
着
。
慣

れ
て
い
な
い
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
旭
橋
駅
下
車
。
少
し
歩
き
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、
国
建
コ
ン
サ

ル
で
し
ば
し
の
打
合
わ
せ
。
そ
の
後
、
夕
食
。
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二
月
二
十
七
日

　
朝
八
時
前
、
国
建
ス
タ
ッ
フ
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
、
尚
弘
子
先
生
宅
へ
。

尚
先
生
は
琉
球
王
朝
創
立
の
尚
家
の
御
子
孫
で
、
い
わ
ば
沖
縄
の
顔
で
あ
る
。

非
常
に
か
っ
達
な
お
人
柄
で
、
流
石
と
思
わ
せ
る
モ
ノ
が
随
所
に
仄
見
え
て

楽
し
い
。
国
建
の
車
で
大
宜
味
村
ま
で
二
時
間
弱
御
一
緒
し
た
。

　
十
時
過
大
宜
味
村
着
。
村
長
、
助
役
に
あ
い
さ
つ
。
十
一
時
、
尚
先
生
を

座
長
に
し
た
委
員
会
開
催
。
検
討
委
員
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
共
の

会
議
で
総
勢
二
〇
名
以
上
の
大
世
帯
で
あ
る
。
古
川
真
一
氏
と
久
し
振
り
に

再
会
。
三
月
中
に
あ
と
二
回
こ
の
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
、

ハ
ー
ド
だ
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
提
案
が
委
員
会
で
の
議
題
に
な
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
回
委
員
会
ま
で
に
議
論
の
対
象
と
な
る
よ
う

な
案
件
を
作
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
十
二
時
半
会
は
修
了
。
弁
当
を
い
た

だ
い
て
、
東
参
事
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
具
体
的
な
会
場
そ
の
他
の
打

合
わ
せ
。
太
田
、
野
村
到
着
打
ち
合
わ
せ
に
加
わ
る
。
公
民
館
を
主
会
場
に

す
る
事
に
決
定
。
象
設
計
集
団
設
計
の
建
築
で
あ
る
。
宿
泊
施
設
も
公
民
館

内
を
主
に
、
近
く
の
空
き
部
屋
も
使
え
る
事
と
な
り
、
参
加
者
が
一
つ
に
ま

と
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
。
少
し
村
内
を
歩
く
。
暑
い
位
の
天

気
で
、
民
家
の
庭
に
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
咲
き
乱
れ
、
沖
縄
ら
し
い
風
景
に

接
し
て
心
和
む
。

　
深
夜
世
田
谷
村
帰
着
。
大
宜
味
村
の
模
型
作
り
を
急
が
な
く
て
は
。
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